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■地域活動■ まちあるき　建物散策

所在地：能勢妙見山 豊能郡能勢町野間中 661 
最寄駅：能勢電鉄「妙見口」よりバス又は徒歩にて「妙見ケー   
　　　  ブルのりば」へ  ケーブルとリフトを利用し山頂へ
妙見口より登山の場合は約 2 時間お車の場合、山頂に駐車場あり
TEL：072-739-0329 能勢妙見山
　　   072-738-2392 妙見ケーブル

北摂

　能勢妙見山は、大阪府の北端、北摂に
あって標高 660.1 メートル、日蓮宗関西
における随一の霊場であり、妙見大菩薩
をおまつりする。妙見菩薩は北極星を神
格化したもので、国土安穏・五穀豊穣・除
災招福、開運隆昌の守護神として信仰さ
れてきました。特に日蓮宗の寺院で多く
祭られ、能勢妙見も日蓮宗真如寺に属す。
江戸時代に能勢頼次が日蓮宗に帰依して
以来、山頂付近の能勢妙見堂は同宗派の
霊場として多くの人々が参詣している。
　本殿は慶長 10 年（1605）能勢頼次
によって草創され、寛文年中（1661 〜
73）に頼宗が再営、天明 7 年（1787）
頼直により改築、明治 28 年 11 月に現
在の本殿が完築された。その他山門（年
代未詳）、鐘楼・梵鐘（年代未詳）、経堂・
絵馬堂（1797）、祖師堂（1796、明治

29 年改築）、浄水堂（年代未詳）、祥雲
閣（明治 35 年）などがある。
　能勢妙見山信徒会館「星嶺（せいれい）」
は、この妙見大菩薩の降臨をイメージし、
信仰のルーツである「星」と能勢家の家
紋である「矢筈」をモチーフにデザイン
されている。ガラスと木で構成され、真
上から見ると矢筈が浮かんでいる極めて
象徴的な外観を持つ星嶺は高松伸氏の設
計で、1998 年竣工、第 40 回 BCS 賞（建
築業協会賞）に選ばれた。
　妙見山は黒川からのケーブル、山頂か
らのリフトの他、初谷渓谷を散策するハ
イキングコースなどがある。春の桜、秋
の紅葉、大阪では珍しいブナ原生林など
の自然を楽しむことができ、「大阪みど
りの百選」に指定されている。　（昇　勇）

（参考資料、能勢妙見山観光パンフレット、ホームページなど。）
（平成 18 年 11 月 25 日現地見学　松室、中垣内、昇）

所在地：東大阪市菱屋西 4-2-26
構造：木造 2 階建て
建築面積：448.66 ㎡　延床面積：855.01 ㎡
最寄駅：近鉄奈良線河内小阪駅下車 西へ徒歩すぐ
公開日：原則として非公開
連絡先：学校法人樟蔭学園　TEL：06-6723-8183

東大阪

　樟蔭高等女学校創立10周年を記念し、
昭和 2 年に寄附を募って校舎として建
てられた建物。当初は「樟蔭紀念館」と
呼ばれ、工事費は約 10 万円。
　木造 2 階建寄棟造りで、屋根は鋼板
葺（当初は銅板葺）、外壁を石造風とす
る建物。中央西寄りに南面して正面玄関・
階段室を配し、両側を張り出して塔状と
することによりその存在を主張してい
る。また南東端の張り出し部分は、正門
からの視線を意識していると思われる。
1 階は東側に図書閲覧室・書庫、西側に
事務室、2 階は東側に大講義室、西側に
会議室兼来賓室を配する。
　木造とは思えない立派な石張りの外壁
と玄関上部をはじめ随所にうがたれたレ
リーフ、繊細に分割された窓が外観を印
象づけている。また足元に目をやると、

中央に樟の文字を配した床下換気口が並
んでおり、細部に至るまでしっかり気配
りされているのに感心する。
　内部に入ると、南北を貫く玄関兼階段
室の吹抜空間が来訪者を出迎える。そこ
から各室に入ると、幾何学模様を描く天
井にまず目を奪われる。その幾何学模様
のみならず、各室の 4 隅に設置された
天井点検口は、部屋によりすべて異なる
デザインを採用するという凝り様。それ
を目の当たりにすると、「神は細部に宿
る」という言葉を思い起してしまう。
　本建物は平成 18 年 2 月、樟蔭学園と
しては「樟徳館」に次いで 2 件目の国
の有形登録文化財として登録され、現在、
1 階は資料室・展示室・倉庫、2 階は大
教室・書道教室として、当時の趣を残し
たまま利用されている。　　（仙入　洋）

（のせみょうけんさん みょうけんどう）
能勢妙見山「妙見堂」

（おおさかしょういんじょしだいがくきねんかん）
大阪樟蔭女子大学記念館

妙見堂本殿

祖師堂 信徒会館「星嶺」

南東から見る外観

床下換気口 天井点検口




